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　県営による排水施設整備事

業の負担金です。

　平成23年度における子ども

手当の支給等に関する特別措

置法の制定に伴い電算システ

ムを改修するためのものです。

　農業生産条件が不利で耕作

放棄の恐れが大きい中山間地

域等に於いて，耕作放棄地等

の防止を図るための事業費の

増加に伴う増額計上です。

　平成22年度決算に伴う繰越

金の一部10％を下回わらない

額を基金として計上し，今後

整備に必要な財源として積み

立てるものです。 

　町道の適正な維持管理を行

うための工事費の増額計上で

す。

　施設の老朽化に伴いつつは

の園内の高齢者福祉住宅早
さわ

蕨
らび

を改修するためのものです。

県営用排水施設整備
竹中新田地区事業負担金

橋梁改築整備基金積立金

高齢者福祉住宅改修工事費

町道等整備工事費

子ども手当電算システム
改修委託料

中山間地域総合整備
県営事業負担金

永山橋

町道植村本城線

北方地区
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　特定防衛施設周辺整備調整

交付金の追加交付見込に基づ

き，町道等の整備工事費の増

額計上です。

　社会体育施設の芝の管理で

使用するスポーツトラクター

用集草機が老朽化により使用

不能となり，その更新のため

の備品購入費です。

　第４回定例会は12月８日招集され，12月20日までの13日間の会期で開催されました。

　今定例会では，平成23年度一般会計補正予算，特別会計及び水道事業会計補正予算，湧水

町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の制定及び条例の一部改等を可決しました。

　また，議員発議で郵政改革法案の早期成立を求める意見書及び環太平洋連携協定交渉参加

反対に関する意見書を可決しました。

　一般質問では，議員４名が７項目について質問しました。

　平成24年度からの新学習指

導要領への移行に対応するた

め黒板を使った学習教材等を

購入するためのものです。

一般会計補正予算２億３, ０１９万円可決

総額　７８億３, ６６４万円に

社会体育用備品購入費 教材備品購入費 町道等整備工事費

平成２３年 第４回定例会

町道永山線
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議案 提案理由等 結果

議案第57号
姶良・伊佐広域市町村圏協議会
の廃止について

広域行政圏計画策定要綱の廃止や第四次姶良・伊佐広
域市町村圏振興計画における基本構想の期間が平成22
年度をもって満了したことに伴い，姶良・伊佐広域市
町村圏協議会を廃止することについて，議会の議決を
求めるもの。

議案第58号

鹿児島県市町村総合事務組合を
組織する地方公共団体の数の減
少及び同組合規約の変更につい
て

奄美自治会館管理組合の解散及びドクターヘリ代替運
航に伴い，鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地
方公共団体の数の減少及び同組合規約を変更すること
について協議したいので，地方自治法の規定により，
議会の議決を求めるもの。

議案第59号

湧水町農業農村推進協議会設置
条例の一部を改正する条例の制
定について

農林水産省設置法の一部を改正する法律が公布され，
九州農政局鹿児島農政事務所を廃止し , 新たに九州農
政局鹿児島地域センターが設置されたことに伴い，所
要の改正をしようとするもの。

議案第60号

湧水町道路占用料徴収条例の一
部を改正する条例の制定につい
て

道路法施行令の一部を改正する政令が公布され，占用
料の見直し等が行われたことに伴い，所要の改正をし
ようとするもの。

議案第61号
湧水町水道事業給水条例の一部
を改正する条例の制定について

死亡，行方不明及び会社倒産等により，回収できない
債権については，債務者が消滅時効の援用を行わず，
かつ，消滅時効の起算日から５年を経過した時は，債
権を放棄できるよう所要の改正をしようとするもの。

議案第62号

湧水町認可地縁団体印鑑の登録
及び証明に関する条例の制定に
ついて

地方自治法の規定に基づく町長の認可を受けた地縁に
よる団体の代表者等に係る印鑑の登録及び証明につい
て，必要な事項を定め，認可地縁団体の利便を増進す
るとともに，取引の安全を図るため，条例を制定しよ
うとするもの。

議案第63号
平成23年度湧水町一般会計補正
予算（第６号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億3019
万６千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ78億3664万２千円とするもの。

議案第64号
平成23年度湧水町国民健康保険
事業特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3394万１千円
を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ16
億2170万３千円とするもの。

議案第65号
平成23年度湧水町介護保険事業
特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3027万５千円
を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ12
億3478万円とするもの。

議案第66号
平成23度湧水町後期高齢者医療
事業特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ58万１千円を
減額し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億
3103万７千円とするもの。

議案第67号
平成23年度湧水町水道事業会計
補正予算（第３号）

事業執行等に伴う営業外費用及び営業費用の増減と，
水道管布設工事の追加及び減額に伴う補正が主なもの。

請願第２号
郵政改革法案の早期成立を求め
る請願書

Ｐ５参照

陳情第６号
ＴＰＰ（環太平洋連携協定）
交渉参加反対に関する陳情書

Ｐ５参照

発議第５号
郵政改革法案の早期成立を求め
る意見書

Ｐ５参照

発議第６号
ＴＰＰ（環太平洋連携協定）
交渉参加反対に関する意見書

Ｐ５参照

採　択

採　択

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決

原案可
決
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　郵便局ネットワークは国民共有の財産であり，生活に必要不可欠なライフ
ラインであるため，郵政改革法案の早期成立を求めるもの。

　例外なき関税撤廃を原則とするＴＰＰは，食料供給を海外に依存し，国土を荒廃させるものであ
り，国内農業や地域経済の振興とは到底両立できるものではなく，ＴＴＰへの参加に断固反対であ
り，参加検討を直ちに中止するべき旨の意見書を関係大臣へ提出していただきたいとするもの。

　現行の民営化法のままでは将来的に貯金・保険が提供されな
い郵便局が現れ，公益性・地域性が失われる恐れがある。これ
らを解消するため昨年４月に郵政改革法案が閣議決定されたが
未だ成立していない。
　国民共有の財産であり，生活に必要不可欠なライフラインで
ある郵便局を今後も維持し，更に地域社会が有効活用していく
ためにも，一刻も早い法案の成立を求めることは理解できる。
　※採択により，衆参議長及び関係各大臣宛へ意見書を提出し

ました。

　私たちの食を守るために，農林業の衰退は避けなければなりません。また，本町の
産業形態を考慮した場合，第１次産業主体であり，このすばらしい環境と地域経済を
守る為にＴＰＰ交渉参加に反対とする陳情の主旨は理解できる。
　※採択により，衆参議長及び関係各大臣宛へ意見書を提出しました。

郵政改革法案の早期成立を求める請願書

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉参加反対に関する陳情書

　請願者：幸 田 郵 便 局　重　村　陽　介　氏

　　　　　栗 野 郵 便 局　八木山　憲　治　氏

　　　　　轟簡易郵便局　牧　野　真由美　氏

　　　　　川添簡易郵便局　有　田　健太郎　氏

　　　　　般若寺簡易郵便局　原　田　恵　治　氏

　紹介議員：宮里　廣昭　議員

　陳情者：あ い ら 農 業 協 同 組 合　代表理事組合長　樋脇　建治　氏

　　　　　県農民政治連盟姶良総支部　支 部 長　樋脇　建治　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗野地区支部長　渕上　幸男　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉松地区支部長　平谷　元一　氏

採　択

採　択

私
の
陳
情
書

どうなった！
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阿
波
井
堰
改
築
工

事
が
着
工
し
、
27

年
度
完
成
の
目
途
が
つ
い
た

こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。
阿
波
の
完
成
後
を

含
め
て
、
こ
の
度
総
合
的

な
冠
水
被
害
軽
減
対
策
の
概

要
が
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
に
お
い

て
、
す
ば
ら
し
い
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
水
害
と
は
無

縁
の
町
の
将
来
が
見
え
て
来

る
。
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
事

業
費
の
確
保
対
策
等
課
題
点

を
伺
い
ま
す
。

  

　

九
重
の
大
吊
橋
は

公
開
後
４
年
目
に

６
０
０
万
人
の
入
場
者
を
記

録
し
、
３
年
で
工
事
費
を
回

収
し
て
い
る
。
本
町
の
阿
波

の
狭
窄
部
に
吊
橋
を
架
設
す

る
と
長
さ
・
高
さ
と
も
に
日

本
一
の
吊
橋
が
可
能
で
あ

る
。
こ
れ
は
九
州
自
動
車
道

の
加
久
籐
ト
ン
ネ
ル
付
近
や

鹿
児
島
空
港
方
面
か
ら
も
望

む
こ
と
が
出
来
、
絶
好
の

サ
イ
ン
が
発
信
出
来
る
ほ

か
、
加
久
籐
カ
ル
デ
ラ
と
姶

良
カ
ル
デ
ラ
の
接
点
に
架
か

る
橋
と
し
て
、
世
界
的
話

題
性
も
提
供
出
来
る
。
霧

島
地
区
の
新
た
な
観
光
の

目
玉
と
す
べ
く
架
設
す
る

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。 

　

本
対
策
は
４
項
目

の
整
備
方
針
に
基
づ

き
13
項
目
の
具
体
的
対
策
の

策
定
を
行
い
ま
し
た
。
事
業

申
請
に
つ
い
て
は
、
現
在
国

と
の
協
議
中
で
あ
り
協
議
が

整
い
次
第
申
請
し
ま
す
。
た

だ
阿
波
井
堰
完
成
後
に
全
体

的
に
見
直
し
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
栗
野
地

区
に
お
い
て
は
本
線
の
更
な

る
流
下
能
力
の
拡
大
と
湯

谷
川
の
抜
本
的
改
修
の
早

期
実
現
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

　

湧
水
町
や
地
域

の
将
来
を
考
え
た

時
の
構
想
は
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。
本
町
を
含
む
加

久
籐
カ
ル
デ
ラ
を
中
心
と
し

た
開
発
構
想
の
中
で
は
、
話

題
性
の
あ
る
構
想
で
あ
り
、

本
町
だ
け
で
な
く
関
係
す
る

市
町
と
連
携
し
て
、
事
業
の

組
み
合
わ
せ
等
、
今
後
の
検

討
事
項
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
栗
野
岳
登
山
イ
ベ
ン
ト
に

対
す
る
町
の
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て

○
職
員
採
用
に
つ
い
て

ここが

聞きたい！
ここが

聞きたい！

福島　勝男  議員

総
合
的
な
冠
水
被
害
軽
減
対
策
の
課
題
は 

阿
波
井
堰
完
成
後
に
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る 

福
島

福
島

町
長

町
長

阿
波
狭
窄
部
に
日
本
一

の
吊
橋
を
架
設
す
る
考

え
は
な
い
か

冠水被害軽減対策事業の申請書
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現
在
大
霧
発
電
所

は
、
北
に
栗
野
岳
、

東
に
韓
国
岳
、
東
南
東
に
大

浪
池
を
望
む
標
高
９
０
０
ｍ

の
地
に
設
置
さ
れ
、
発
電
能

力
３
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、
ひ

と
つ
の
家
庭
で
平
均
３
キ
ロ

ワ
ッ
ト
使
用
す
る
と
約
１
万

戸
分
を
補
う
こ
と
が
出
来

る
発
電
力
を
持
っ
て
い
る
。 

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し

い
我
が
国
は
、
原
発
に
頼
ら

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
推

進
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
霧

島
市
が
発
電
開
発
に
反
対
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
本
町

で
地
熱
発
電
の
地
質
物
理
探

査
等
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。 

 
　

原
発
に
頼
ら
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
の
必
要
性
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
本
町
自
ら
地

質
及
び
探
査
等
を
行
う
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調

査
等
を
行
い
た
い
企
業
が

あ
り
ま
し
た
ら
全
面
的
協

力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　

湧
水
町
で
栗
野
岳

か
ら
上
床
牧
場
白
鳥

温
泉
の
間
に
調
査
等
を
行
う

企
業
が
あ
っ
た
ら
町
長
と
し

て
お
願
い
す
る
考
え
は
な
い

か
。

 

　

そ
の
よ
う
な
業
者

が
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

　

現
在
や
っ
て
い
る
霧
島
の

地
熱
発
電
の
泉
源
は
湧
水
町

の
方
に
あ
り
ま
す
。
一
部
は

向
こ
う
に
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、

再
度
の
調
査
が
あ
る
と
す
れ

ば
こ
の
事
が
分
か
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
し
本
町
で
実
際
そ
う
い
う

宮里　廣昭  議員

未来に向けた地熱発電開発は 

企業があったら全面的協力

宮
里

宮
里

町
長

大霧地熱発電所

町
長

事
が
で
き
る
と
す
れ
ば
私
は

あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 
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地
球
温
暖
化
対
策

推
進
法
に
お
け
る
本

町
の
温
室
ガ
ス
削
減
目
標
は

策
定
さ
れ
実
行
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。 

 

　

行
政
サ
イ
ド
に
お

い
て
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
「
湧
水
町
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
」
を
策
定

し
て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
５
年
間
で
10
％
削
減
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　

住
民
に
お
い
て
も

温
暖
化
に
対
し
て
の

取
り
組
み
が
急
務
な
時
期

に
あ
る
と
察
す
る
。
そ
こ

で
、
住
民
に
と
っ
て
身
近
で

分
か
り
や
す
い
温
暖
化
対
策

で
あ
る
住
宅
等
に
設
置
す
る

際
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

に
対
す
る
設
置
助
成
が
で
き

れ
ば
、
導
入
が
促
進
さ
れ
る

ン
当
初
か
ら
比
較
す
る
と

特
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
に
お
い
て
は
、
約
45
％

の
減
で
あ
り
何
ら
か
の
対

策
が
必
要
と
勘
案
す
る
。 

　

そ
こ
で
、
機
器
類
が
設
置

後
10
年
を
迎
え
、
老
朽
化
に

よ
る
故
障
な
ら
び
に
旧
型
式

で
あ
る
が
た
め
の
機
器
類
に

対
す
る
期
待
薄
な
面
も
要
因

で
あ
る
と
察
す
る
の
で
、
機

器
の
一
部
ず
つ
で
も
新
機
種

の
導
入
が
で
き
れ
ば
効
果

が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。 

　

機
種
の
古
い
物

は
、
製
造
中
止
等
で

今
後
に
お
い
て
修
理
が
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
年

２
回
の
保
守
点
検
に
お
い
て

も
安
全
性
を
理
由
に
更
新
の

検
討
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
利
用
者

の
安
全
性
や
新
機
種
の
開
発

こ
と
に
よ
る
効
果
も
期
待
で

き
る
も
の
と
思
う
が
、
そ
の

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。 

　

低
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
環
境
へ

の
負
担
の
少
な
い
社
会
を
構

築
す
る
た
め
に
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に

要
す
る
助
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
・
県
の
補
助
制
度
を

活
用
し
て
設
置
が
進
ん
で
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
設
置

に
対
す
る
補
助
の
必
要
性
は

認
め
ま
す
が
、
事
業
の
内
容

か
ら
今
後
も
国
・
県
に
対
し

て
補
助
額
の
引
き
上
げ
を
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

   

　

総
合
交
流
施
設
の

利
用
者
数
は
、
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
オ
ー
プ

等
で
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
も

変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か

ら
、
利
用
頻
度
の
高
い
機
種

か
ら
年
次
的
に
更
新
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他
の
質
問

○
健
康
増
進
対
策
に
つ
い
て

池上　滝一  議員

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
助
成
は 

国
・
県
に
補
助
金
増
額
を
求
め
ま
す

池
上

池
上

池
上

町
長

町
長

町
長

いきいきセンタートレーニングルーム

総

合

交

流

施

設

の

有

効

活

用

は 
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食
育
基
本
法
に
お

い
て
、
食
育
と
地
産

地
消
は
セ
ッ
ト
で
考
え
る
べ

き
事
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
に
お
け
る
取
り
組
み
、

学
校
に
お
け
る
食
育
の
指
導

体
制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

　

湧
水
町
食
育
推

進
計
画
に
基
づ
き

６
つ
の
目
標
を
示
し
、
目
標

達
成
の
た
め
、
家
庭
・
地

域
・
学
校
等
が
一
体
と
な
り

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

　

学
校
に
お
け
る

基
本
的
な
考
え
方

は
、
正
し
い
食
習
慣
を
身
に

付
け
、
健
康
管
理
が
出
来

る
と
と
も
に
、
楽
し
い
給

食
活
動
を
通
じ
て
豊
か
な

心
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。 

 

　

県
内
で
は
、
34
市

町
村
、
76
グ
ル
ー
プ

が
学
校
給
食
に
地
場
産
物
を

供
給
し
、
生
産
者
と
連
携
が

図
ら
れ
て
い
る
。
同
僚
議

員
の
質
問
に
対
し
、
学
校

給
食
に
お
い
て
は
地
元
農

家
や
商
店
よ
り
地
元
食
材

を
購
入
し
、
児
童
・
生
徒

に
安
心
安
全
な
給
食
を
提

供
し
な
が
ら
食
育
を
行
っ

て
い
る
と
答
弁
さ
れ
て
い

る
。
地
元
農
家
へ
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。 

 

　

広
い
地
域
で
は

出
来
る
や
も
し
れ

な
い
が
、
本
町
は
狭
い
地
域

で
あ
る
の
で
、
安
定
供
給
に

疑
問
が
あ
る
。
収
支
の
合
わ

な
い
も
の
は
作
ら
な
い
。
価

格
の
面
で
農
家
に
も
不
安
が

あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

 

　

食
育
の
一
環
と
し

て
各
小
中
学
校
で

様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
る
。
バ
イ
キ
ン
グ

給
食
・
ふ
れ
あ
い
給
食
・

異
年
齢
給
食
等
、
地
場
特

産
物
を
多
く
の
市
町
で
取

り
入
れ
、
バ
イ
キ
ン
グ
給

食
は
最
も
喜
ば
れ
て
い
る
。 

　

合
併
前
に
お
い
て
は
給
食

に
特
産
物
の
養
殖
マ
ス
を
利

用
し
て
い
た
。
今
後
「
生
き

た
教
材
」
の
一
つ
と
し
て
、

年
に
一
回
く
ら
い
は
取
り
入

れ
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

 

　

地
場
産
物
を
活

用
す
る
こ
と
は
、
地

域
の
自
然
や
食
文
化
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
町
内
食
材

と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
今
後
、
町
内
産
食

材
の
必
要
量
の
獲
得
・
安
全

性
・
規
格
や
価
格
等
の
課

題
を
解
決
し
な
が
ら
、
安

全
安
心
で
お
い
し
い
給
食

の
提
供
を
工
夫
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

森山  マスミ  議員

学校給食・食育について 

食育推進計画に沿って実施 

森
山

森
山

森
山

町
長

町
長

小学校　給食の時間

教
育
長

教
育
長
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11
月
７
日

　

熊
本
県
山
都
町
で
、
住
民
組
織

「
自
治
振
興
区
」
に
つ
い
て
調
査
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
都
町
の
住
民
組
織
「
自
治
振
興

区
」
と
は
、
複
数
の
集
落
と
各
種
団

体
を
包
括
す
る
も
の
で
、
自
立
し
た

組
織
と
し
て
地
域
社
会
生
活
の
運
営

と
課
題
の
解
決
及
び
地
域
振
興
を
住

民
が
主
体
的
に
行
う
組
織
で
、
旧
小

学
校
区
の
範
囲
を
基
本
と
し
た
28
の

団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

設
立
の
背
景
は
、
国
と
地
方
の
財

政
悪
化
、
集
落
の
担
い
手
の
減
少
、

地
域
内
の
縦
割
の
解
消
で
あ
り
ま
し

た
。

　

自
治
振
興
区
の
役
割
は
、
①
集
落

間
、
各
種
団
体
の
連
絡
調
整
と
協
力

体
制
の
支
援
、
②
地
域
の
課
題
解
決
、

地
域
住
民
の
意
見
集
約
と
行
政
へ
の

提
案
、
③
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

地
域
振
興
で
す
。
自
治
振
興
区
に
お

け
る
活
動
は
、
公
民
館
活
動
、
町
体

育
協
会
支
部
活
動
な
ど
が
あ
り
、
道

路
の
草
刈
や
清
掃
な
ど
の
環
境
保

全
活
動
に
は
必
ず
取
り
組
む
こ
と

が
、
助
成
金
の
交
付
の
要
件
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
自
治
振
興
区
の
助
成

金
は
、
総
合
補
助
金
割
29
万
円
、
世

帯
割
４
０
０
円
、
独
自
事
業
補
助
金

額
30
万
円
ま
で
、
景
観
づ
く
り
事
業

10
万
円
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
組
織
設
置
効
果
は
、
全
体
的

に
自
助
・
共
助
に
よ
り
住
民
主
導
の

地
域
づ
く
り
、
自
主
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
住
民

の
不
平
不
満
が
解
消
さ
れ
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
昔
の
ま
ま
の
所
も
な

い
わ
け
で
は
な
い
と
の
説
明
で
あ
り

ま
し
た
。

11
月
８
日

　

熊
本
県
甲
佐
町
で
「
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
（
窓
口
業
務
３
６
５
日

化
）」
に
つ
い
て
調
査
研
修
し
ま
し

た
。

　

甲
佐
町
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

甲
佐
町
の
機
関
が
町
の
休
日
に
執
務

の
一
部
を
執
り
行
う
「
休
日
の
窓
口

業
務
」
を
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
業
務
の
内
容
は
、
19
業
務
、

年
間
７
０
０
件
程
度
、
町
税
等
収
納
、

住
民
票
発
行
、
子
供
医
療
費
申
請
、

印
鑑
証
明
発
行
、
死
亡
届
等
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
職
員
体
制
は
、
女
子

職
員
２
人
体
制
日
直
で
対
応
、
２
ヶ

月
に
１
回
程
度
の
勤
務
体
制
で
代
休

制
で
あ
り
ま
し
た
。
効
果
的
面
は
、

住
民
に
は
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
町

税
等
の
収
納
率
向
上
は
見
え
な
い
と

の
説
明
で
あ
り
ま
し
た
。

　

調
査
研
修
に
お
い
て
、
地
域
の
こ

と
は
住
民
自
ら
自
主
的
に
取
り
組
み

解
決
す
る
組
織
作
り
と
、
行
政
や
議

会
は
、
住
民
の
新
た
な
る
課
題
や

ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
出

来
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら

れ
る
、
本
町
の
第
２
次
行
政
改
革
を

策
定
し
、
そ
の
改
革
を
断
行
し
、
将

来
に
わ
た
り
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
湧
水
町
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る

と
、
委
員
全
員
の
感
想
で
あ
り
ま
す
。

総務常任委員長　上水流　功　

総務常任委員会所管事務調査報告
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11
月
14
日

　　

福
岡
県
久
留
米
市
の
社
会
福
祉
法

人
ゆ
う
か
り
学
園
で
「
発
達
障
害
の

あ
る
子
供
の
療
育
等
に
つ
い
て
」
を

研
修
し
ま
し
た
。
言
葉
の
遅
れ
、
情

緒
・
行
動
の
問
題
、
手
足
の
不
自
由

な
ど
の
障
害
を
持
っ
た
子
供
さ
ん
が
、

母
親
と
一
緒
に
通
園
し
、
保
育
・
訓

練
を
行
う
施
設
通
園
療
育
部
門
の
コ

ア
ラ
園
は
、
わ
が
町
の
子
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」
と
類
似

し
た
施
設
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
ッ
フ
・
保
育
ス
タ
ッ
フ
・
心

理
ス
タ
ッ
フ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

か
ら
遊
び
を
演
出
し
、
就
学
に
い
た

る
ま
で
の
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら

だ
」
そ
し
て
「
こ
と
ば
」
の
成
長
を

手
助
け
し
て
い
る
施
設
で
あ
り
ま
し

た
。

　

子
供
の
行
動
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
母
親
が
、
療
育
を
受
け
よ
う
と
し

た
時
、
家
族
の
同
意
が
ス
ム
ー
ズ
に

取
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
は
無
い
か

と
の
質
問
に
、
特
に
祖
父
母
の
理
解

が
得
ら
れ
な
く
て
入
園
に
戸
惑
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
父
親
の
説
得
に
時
間
を
か
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
と
の
説
明
で
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
言
葉
の
遅
れ
、

情
緒
・
行
動
の
問
題
、
手
足
の
不
自

由
な
ど
の
障
害
を
持
っ
た
子
供
さ
ん

に
は
、
少
し
で
も
早
く
療
育
を
受
け

る
こ
と
が
子
供
の
成
長
に
も
大
き
く

影
響
し
、
大
切
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

11
月
15
日

　

大
分
県
宇
佐
市
に
お
い
て
、
安
心

院
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

で
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

安
心
院
町
は
、
年
間
６
０
０
０
人

近
い
人
が
訪
れ
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、

全
国
か
ら
の
視
察
団
が
訪
れ
る
町
で

あ
り
、
そ
の
秘
訣
は
「
安
心
院
方

式
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
手
法
に
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
研
究
会
会
長
の
宮
田
氏
は
「
資

源
は
人
」
で
、
１
度
訪
れ
る
と
「
ま

た
来
た
い
」、「
帰
っ
て
き
た
い
」
と

思
わ
せ
る
。
そ
う
い
う
魅
力
を
持
っ

て
い
る
の
が
安
心
院
町
の
人
々
で
あ

る
。
都
市
と
の
交
流
に
よ
り
、
農
業

及
び
農
村
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も

に
新
し
い
産
業
を
育
て
、
農
村
及
び

特
に
女
性
の
社
会
的
・
経
済
的
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
特
に
女
性
の
理
解

と
パ
ワ
ー
が
不
可
欠
で
あ
り
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
継
続
的
に
活

性
化
さ
せ
る
に
は
、
農
家
や
商
工
業

等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
が
、
互
い
に

足
を
引
っ
張
ら
ず
手
を
つ
な
ぐ
の
が

基
本
だ
と
も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
交
流
を
大
切
に
、
一
日
一
組
を

原
則
に
し
な
が
ら
、
あ
り
の
ま
ま
の

農
村
暮
ら
し
を
提
供
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
食
事
に
使
う
材
料
等

は
自
家
用
農
作
物
以
外
ほ
と
ん
ど
管

内
の
ス
ー
パ
ー
や
物
産
館
等
を
利
用

し
、
２
泊
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

１
泊
目
の
食
事
は
農
家
で
、
２
泊
目

の
食
事
は
、
町
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や

食
堂
で
さ
せ
た
り
、
使
用
し
た
シ
ー

ツ
等
も
す
べ
て
近
隣
の
ク
リ
ー
ニ
ン

経済常任委員長　山口　忠人　

経済常任委員会所管事務調査報告

グ
店
に
出
し
、
修
学
旅
行
生
の
受
入

等
は
、
生
徒
は
農
家
民
泊
、
先
生
方

は
町
内
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
に
宿
泊
さ

せ
る
な
ど
し
て
、
す
べ
て
を
農
家
だ

け
で
は
な
く
、
管
内
み
ん
な
の
経
済

効
果
に
つ
な
が
る
よ
う
な
手
法
が
大

切
で
あ
る
と
い
う
理
念
の
下
、
共
存

に
心
が
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
の
所
管
事
務
調
査
で
研
修
し

た
こ
と
に
つ
い
て
精
査
・
検
証
を
積

み
重
ね
、
本
町
の
発
展
の
た
め
に
、

提
言
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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　第４回臨時会は11月25日招集され，１日間の会期で開催されました。
　国の人事院勧告に基づく，町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
についてと栗野中学校男子陸上部が九州中学校駅伝競走大会及び全国中学校駅伝競走大
会に出場に伴う生徒大会等派遣補助金の増額が一般会計補正予算として上程され，原案
のとおり可決しました。

平成２３年 第４回臨時会

議案 提案理由等 結果

議案第55号

湧水町職員の給与に関する条 
例等の一部を改正する条例の
制定について

　国の人事院勧告で，中高年層に係る給料表の減額
改定及び平成18年の給与構造改革における経過措置
額の減額，廃止等が勧告されたことに伴い，本町職
員においてもこれに準拠して，給与の引き下げ等を
行うもの。

議案第56号
平成23年度湧水町一般会計 
補正予算（第５号）

　県中学校駅伝競走大会において，栗野中学校男子
が初優勝し，九州大会及び全国大会に出場すること
になり，町にとって青少年の体育振興へ大きくつな
がることから，選手の出場経費を助成する生徒大会
等派遣補助金を増額するもの。

　 篠原三千人議員　ご逝去 

　平成24年１月９日篠原三千人議員がご逝去され，これまでの地方自治に対するご功績を称え，
哀悼の意を表しご経歴を掲載いたします。

当選回数　５回（旧吉松町３回，湧水町２回）
在職年数　16年７ヶ月

役職　旧吉松町では平成15年５月から17年３月まで副議長や市町村合併調査特別委員長などを
　　歴任。湧水町では平成17年５月から平成19年４月まで副議長を務められ，また湧水町水害
　　対策調査特別委員長や湧水町議会改革調査特別委員長など多くの要職を歴任されました。

　議会議員一同，ここに謹んでお悔やみ申し上げます。

※　公職選挙法の規程により，現在の議員11名体制で議会運営を行っていきます。

原案可
決

原案可
決



議会だより　ゆうすい　No.2913

　平成24年１月17日，グラウンドゴル
フ協会主催による交流大会が吉松運動
公園で開催され，参加しました。

　平成24年１月31日，栗野岳からえび
の高原へ通じる県道103号線の現状及
び重要性，そして今後の整備の必要性
等を検討するため現地踏査を実施しま
した。

　平成24年１月26日，県町村議会議長会主催による研修会が開催され出席しました。研
修は埼玉大学大学院教授　田辺氏が「ＴＰＰと地域経済」について，第一工業大学教授
　石田尾氏が「本県地域産業の振興策について」と題した講演が開催されました。

議 会 活 動

県道103号線現地踏査

議員研修会

体協新春グラウンドゴルフ交流会
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議会の動き（平成23年10月 ~12月）

　

去
年
は
日
本
の
各
地
で
災
害

に
見
舞
わ
れ
大
変
な
年
で
あ
り
、

お
見
舞
い
と
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。

　

わ
が
町
で
は
大
き
な
災
害
に

遭
う
こ
と
も
な
く
平
穏
な
年
で

あ
り
ま
し
た
。
又
町
内
の
小
中

学
生
が
、
学
業
に
ス
ポ
ー
ツ
に

大
活
躍
し
、
様
々
な
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
湧
水
町

が
頼
も
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
広
報
委
員
も
「
読
み

や
す
く
」「
わ
か
り
や
す
い
」

議
会
便
り
を
作
っ
て
参
り
ま
す

の
で
、
町
民
皆
様
方
の
ご
意

見
・
ご
要
望
等
お
聞
か
せ
下
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
綾
織
）
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仮
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森
山
マ
ス
ミ

これまでの題字作成者の紹介

10月

５日 水 ・広報編集委員会　11/ １まで

11日 火 ・第３回議会定例会　最終本会議
・議員全員協議会

12日 水 ・佐賀県三養基群町村議会議長会（基山町，みやき町，上
峰町）・中種子町議運　議会報告会研修来庁

19日 水
・議員全員協議会
・水害対策調査特別委員会
・各常任委員会

21日 金 ・総合的な冠水被害軽減対策事業現地調査
24日 月 ・平成23年度川内川上流河川改修期成同盟会中央要望
25日 火 ・平成23年度九州治水期成同盟連合会第３回要望会

27日 木 ・川内川上流河川改修促進期成会　理事会
・環霧島会議

11月

１日 火 ・川内川改修促進期成会　合同要望会
７日 月 ・総務常任委員会所管事務調査　※11/ ８まで
８日 火 ・川内川改修促進期成会　現地調査
10日 木 ・川内川上流河川改修期成同盟会　要望会
14日 月 ・経済常任委員会所管事務調査　※15日まで

11月

16日 水 ・町村議長等全国大会　※16日まで
22日 火 ・議会運営委員会
24日 木 ・川内川上流河川改修期成同盟会　中央要望会

25日 金 ・議員全員協議会
・第４回議会臨時会

28日 月 ・議会運営委員会
29日 火 ・川内川河川改修要望　※30日まで

12月

５日 月 ・町不要財産調査会
６日 火 ・議会運営委員会

８日 木 ・議員全員協議会
・第４回議会定例会　※20日まで

９日 金 ・各常任委員会
12日 月 ・各常任委員会
20日 火 ・第４回議会定例会　最終本会議

26日 月
・平成23年第２回一部事務組合定例会
・伊佐北姶良火葬場管理組合
・大口地方卸売市場管理組合
・伊佐湧水消防組合

№ 発行日 所属（作成当時） 氏　名

１ Ｈ18．５月 第５号 栗中２年 大倉野　愛

２ Ｈ18．．８月 第６号 吉中２年 轟木　里香

３ Ｈ18．11月 第７号 幸田小６年 宮本　奈々

４ Ｈ19．２月 第８号 吉小４年 境田　梨乃

５ Ｈ19．５月 第９号 栗小６年 野本　峻平

６ Ｈ19．８月 第10号 上場小６年 中原　美咲

７ Ｈ19．11月 第11号 轟小３年 川地　志乃舞

８ Ｈ20．２月 第12号 栗小６年 田方　泰樹

９ Ｈ20．５月 第13号 幸田小６年 丸山　栞奈

10 Ｈ20．８月 第14号 栗中２年 川地　志おり

11 Ｈ20．11月 第15号 吉中２年 大重　菜奈

№ 発行日 所属（作成当時） 氏　名

12 Ｈ21．２月 第16号 吉小６年 福吉　夏美

13 Ｈ21．５月 第17号 轟小６年 中村　広大

14 Ｈ21．８月 第19号 上場小５年 井ノ上　実夕

15 Ｈ21．11月 第20号 栗小６年 松木　菜奈

16 Ｈ22．２月 第21号 幸田小６年 福本　夏鈴

17 Ｈ22．５月 第22号 栗中３年 有馬　みなみ

18 Ｈ22．８月 第23号 吉中３年 桑原　優奈

19 Ｈ22．11月 第24号 吉小６年 玉利　涼華

20 Ｈ23．２月 第25号 轟小６年 出水　茉由菜

21 Ｈ23．５月 第26号 上場小５年 深見　帆乃佳

22 Ｈ23．９月 第27号 栗小６年 藤垣　辰仁

22名（小学生16名、中学生６名）

※その他各種会議等に出席しております。

　これまで22回の議会だよりの表紙の題字「湧水（ゆうすい）」を小中学生に作成していただきましたの
で，紹介いたします。ご協力ありがとうございました。
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